国選 定 ・ 
重要 伝統 的 
建造 物 群 保存 地区 


ノスタルジック な 
商家 町 


ゞ T 戸 時 代 、 利 根 川 水運 の 中 継 基地 と し 
? て 栄え た 佐原 。 現 在 も 小野 川治 い を 
中 心 に 江戸 情 緒 あふ れる 歴史 的 な 町 並み 
が 残っ て いま す 。 船 頭 さ ん が 案内 し て くれ る 
舟 め ぐり や 日 本 全土 を 実測 し た 事 で 知ら れ 
る 伊能 忠敬 の 記念 館 は 必見 で す 。 佐 原 観 光 
- 量 の 定番 スポ ッ ト 小江 戸 さ わら 舟 め ぐり は お 客 
arme ゎ 5 ゅ < り マ メー ジ 様 だ け の 貸切 で お 楽し みい た だ け ま す 。 


当 プラ ン 専 用 の 地元 ガイ ド 高谷 さん 


1 日 目 の 佐原 町 散策 で は 、 佐 原 を 知り 尽く し た 高谷 
さん が 、 そ の 日 の 天候 や お 客 様 の お 好み に 合わ せ 
て 佐原 の 町 並み を ご 案内 いた し ます 。 


けち 攻 穫 (コソ チノ イメージ) 打ち 工 ( ン チン イメ ー ジ ) 
手打 ち 蕎 麦 香 蕎 庵 


古 民家 を 改築 し た 趣 の ある 空間 で 、 香 薔 應 自慢 の 手打 ち 
蕎麦 と 厳選 し た 地元 の 食材 や 旬 な 食材 を 使用 し た 前 菜 と メ 
イン を 堪能 で きる [季節 の 蕎麦 勝 ] を お 召し 上 が りく だ さい 。 


RestauranLLE UN( 店 内 ) 


夕食 は 「Restaurant LE UN] 


食材 は 地産 地 消 を 大 切 に 、 地 元 で 陣 造 され た 
番 油 、 味 噌 、 導 な どの 発 本 食品 を 取り 入れ 、 
生産 者 の 想い を 料理 に 込め た 和 と 洋 が 蔽 合 
RestaurantLE UN (② 信 ノイ メー ジ ) し た 本 格 フ レン チ を ご 賞味 いた だ きま す 。 


成田 の 老舗 うな ぎ 店 「 駿 河 屋 」 
成田 山 新 勝 寺 総 門脇 に ある 寛政 年 間 創 業 
の 旅館 を ルー ツ と する 老舗 うな ぎ 料理 専門 
店 。 紀 の うな ぎ と 呼ば れる 「 大 井川 共 水 う な 
ぎ 」 を 賢 沢 に 蒲焼 で お 召し 上 が り い た だ き 
NN ます, うな ぎ と 「 鍋 店 」 
の 日 本 酒 を 合わ せ て 
Pe お 楽し みく だ さい 。 お 食 
事 は 個室 に て ご 用 意 
いた し ます 。 


怠 屋 (外観 


負 店 神崎 酒造 蔵 見 学 
元禄 2 年 (1689) 創業 。 

「 人 と 人 の 間 に 酒 が あり 、 心 と 心 
の 間 に 酒 が ある 。 そん な 心 に 回 く 
が 私 の 使命 で す 。] 
に 鶴 く 酒 を 造っ て い 
ます 。 「 仕 勇 」「 不 動 ] の 醸造 元 で 
す 。 こ こ で は 当 プ ラン 専用 ガイ ド が 
酒 英 内 を ご 案内 いた し ます 。 見 学 
時 に は その 時 期 お すす め の 日 本 
酒 の 試 迷 も 。 


時 屋 (昼食 イメ ー ジ ) 
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